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東京国際学園外語専門学校  



1．教育理念 

 本校は学校教育法の規定に基づき外国の語学及び日本語を教授し、更に専門技術及び理

論を習得させると共に、職業もしくは実生活に必要な能力と国際教養を体得させ、国際社

会に貢献せんとする全人的な社会人を育成することを目的としています。 

 

 

2．評価項目の達成および取組状況 

適切：3 概ね適切：2 不適切：1 

大項目 小項目 評価項目 評価 

教育理念・目的・目標 1.教育理念、目的及

び目標の設定等 

教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及

び目標を明確に設定し、養成する人材像を明確にし

ているか 

3 

【評価結果の分析】学校全体としての「目的」と「教育目標」をはっきり定め、それらを実現するために「どの

ような人材を育てるのか」を明確化できている。 

【今後の改善方策】社会や業界の変化に応じた見直しを行い、教育理念と人材像に基づく目的・目標の明確化と

整合性の維持に努める。 

教育課程、教育の実施、 

学修成果 

1.教育課程の編成 

と授業科目 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するた

めに必要な教育課程編成・実施方針を作成した上で、

教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮し

た授業科目を配置しているか 

3 

2.教育の実施 授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実

技など、適切な授業形態で教育が実施され、かつ、適

切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に基

づき成績評価を行っているか 

3 

3.単位・卒業認定 学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するため

に必要な卒業認定方針（資格・免許等を含む修得させ

る職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当該

方針に基づき卒業の認定をしているか 

3 



4.学修成果目標の 

達成状況 

①卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能

力を含む資質能力の修得（資格・免許等の取得や知

識・技術・ 技能の修得含む。）についての目標を定め、

その目標が達成できているか 

3 

②学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その

目標が達成できているか 
2 

【評価結果の分析】学校の目的・目標および養成する人材像に基づき、体系的な教育課程の下で適切な授業形態

と教材を用い、成績評価基準に沿った評価、また卒業認定方針および学科・コースごとの目標に基づき、必要な

資質・能力を修得させる教育と、その達成に即した卒業認定が適切に行われていると判断した。 

【今後の改善方策】社会や業界の動向を踏まえ、教育課程編成・授業形態等を定期的に見直し、適切性の維持・

向上に努める。卒業認定方針および学科・コースごとの目標に基づく資質・能力の修得状況を継続的に検証し、

基準の明確化と達成度の一層の向上に努める。 

学生の受入れ学生支援 1.学生募集及び入 

学者の選抜、収容 

定員の管理 

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定

め、入学希望者に明示し、入学者の選考を公正に行

い、合否を決定しているか 

3 

②学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行って

いるか 
3 

2.学生生活に関す 

る支援 

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相

談に対応するための環境整備を行い、適切に運営し

ているか 

3 

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題

を抱える学生に対し適切な対応を行っているか 
2 

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、

学生の心身の健康管理体制を整備し、適切に運用し

ているか 
3 

④学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制

を整備し、適切に周知、運用しているか 
2 

【評価結果の分析】入学者受入れ方針に基づき、入学選考基準と方法を明示した上で公正に選抜を行い、入学定

員に即した適正な学生受入れが現状、実施されている。学習継続が困難な学生への対応およびキャリア・就職支

援体制は概ね適切に機能しているが、更なる充実の余地があると評価した。 

【今後の改善方策】入学者受入れから在学中の学習・キャリア支援に至るまでの体制について、現状の適切さを

維持しつつ、学生のニーズや社会状況の変化を踏まえた支援内容の一層の充実を図る。 

教育実施組織・教員 1.教員の配置、募

集、採用 

教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた 

教員を確保するために基準等（教員の採用基準等）を

整備し、適正に運用しているか 

3 

2.教員の組織 

編制等 

学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組

織を整備し、業務分担、責任体制を規程等で定めてい

るか 

2 



 

 

 
3.教員の資質の向

上 

学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty 

Development)などの取組や、教員の研究活動、自己

啓発等への支援を行っているか 

3 

【評価結果の分析】教育課程を実施するのに必要な資格・要件を備えた教員について、採用基準の整備とそれに

基づく適切な配置が現状、確保されていると評価した。また、学校の目的に応じた分野ごとの教員組織を概ね整

備し、業務分担や責任体制も規程等で一定程度明確化されているが、さらなる充実の余地があると評価した。 

【今後の改善方策】教員の採用基準と配置の適切さを維持しつつ、分野ごとの教員組織や業務分担・責任体制の

明確化を進めることで、教育課程実施体制の一層の充実を図る。 

教育環境 1.教育環境の整備 教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等 

を備えているか 
2 

2.安全対策、防災 

組織 

学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学

校における安全対策を適切に行っているか 3 

【評価結果の分析】教育上の必要性に概ね対応できる施設・設備および機械器具等は整備されているものの、一

部については更新や充実の必要があると評価した。また、学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、これ

に沿って学校における安全対策は現状、適切に実施されていると評価した。 

【今後の改善方策】施設・設備および機械器具の計画的な更新・充実を進めるとともに、学校安全計画に基づく

安全対策の継続的な点検と改善により、教育環境と安全体制の一層の向上を図る。 

教育活動の基盤と改善・ 

向上の取組 

1.中期事業計画と 

財務基盤 

当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために

必要かつ十分な財務基盤を確立しているか 3 

2.学校運営 学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われ

ているか（職業教育に関するマネジメント（教育の企

画・設計・運営等）における責任体制を含む。） 

2 

3.学校評価の実施 

と改善活動 

①学校評価を実施し結果及び改善状況についての情

報を公表しているか 
3 

②学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的か

つ継続的に行っているか 
3 

4.社会からの理解

と情報の公表 

当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の 

状況に関する情報を積極的に公表しているか 
1 

【評価結果の分析】学校運営の組織体制は整備され、職業教育マネジメントに関する責任体制も概ね機能してい

るが、より明確化・充実させる余地があると評価した。当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等に関す

る情報の公表については、現状では十分とはいえないと評価した。 

【今後の改善方策】学校運営の組織体制と職業教育マネジメントの責任体制を一層明確化するとともに、教育活

動・学修成果・学校運営等に関する情報公表の内容と手段を計画的に充実させる。 



3．学生による学校評価 

質問：今年度の講義に対してあなたは満足していますか。 

 

 

大変満足 満足 どちらでもない やや不満 不満


